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フランス語鼻母音は、日本人フランス語学習者にとって上級者でも知覚、生成両方において非常に習得が難しい音であると言われている。鼻子音環境の同化である鼻音化母音は日本語をはじめ多くの言語に存在するが、鼻母音はフランス語、ポルトガル語などにしか存在しない珍しい音であり、そのことによって習得の困難度が高くなるとも考えられる。
今までの先行研究では、「日本人学習者における鼻母音知覚の傾向」を様々な方法によって調べてきた。今回の発表では、それらの結果と実際の授業とを結び付ける一方法として発音教材の分析を試みた。まず、日本で出版されているフランス語発音教材（a.阿南・GUIMBRETIERE (1995)「コミュニケーションのためのフランス語発音法」、b.菊地(1999)「フランス語発音教本」、c.小島(2002)「CDとイラストで楽しく学ぶやさしいフランス語」、d.福井・松本(2001)「アテネ・フランセ フランス語の発音」、e.高橋(2001)「しっかり学ぶフランス語―発音と文法と練習問題」）を概観することによって、各教材において鼻母音がどのように扱われているかを分析した。具体的には、全体の構成、鼻母音の発音方法の説明、学習すべき鼻母音や鼻母音を含む単語の選択についてまとめた。次に、先行研究における日本人学習者の子音環境別の鼻母音の知覚習得困難度と比較し、それらが教材上に考慮されているかどうかを検討した。最後に、教科書付属のカセットやCDなどの録音教材で使用されている音声の音響的特徴を観察し、その問題点について検討した。

今回扱った教材の鼻母音を含む単語の選択については、日本人学習者の知覚上の困難度は特に考慮されていないようであった。どちらかと言うと意味や使用頻度によって選択され、初級の教科書で扱われている単語がそのまま採用されていた。また、先行研究に見られた各鼻母音間の長さの決まった差は見られなかった。さらに、教材付属テープにおける日本語母語話者のフランス語のモデル発音の問題やカタカナを使った発音誘導法がもたらす問題があることを示した。
